
 
 

＜ご注意＞この文書は、本投資法人の平成 25年８月期(第 15期)の運用状況の予想の修正及び平成 26年２月期(第

16期)の運用状況の予想に関して一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたもの

ではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びに

訂正事項分（作成された場合）をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断と責任で投資なさるようお願いいた

します。 
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平成25年８月期(第15期)の運用状況の予想の修正及び 
平成26年２月期(第16期)の運用状況の予想に関するお知らせ 

 

大和ハウス・レジデンシャル投資法人（以下、「本投資法人」といいます。）は、平成24年12月17日付で

公表した平成25年８月期（第15期：平成25年３月１日～平成25年８月31日）の運用状況の予想を修正すると

ともに、新たに算出しました平成26年２月期（第16期：平成25年９月１日～平成26年２月28日）における運

用状況の予想について、下記の通りお知らせします。 

なお、平成24年10月11日に公表した平成25年２月期（第14期：平成24年９月１日～平成25年２月28日）の

運用状況の予想については、本日現在変更はありません。 

 

記 
１．修正及び公表の理由 
本投資法人は、本日開催の役員会において、新投資口の発行及び投資口の売出しにつき決議し、あわせて

資産の取得を決定しました。これに伴い、平成24年12月17日付で公表した平成25年８月期の運用状況の

予想を修正するとともに、平成26年２月期における運用状況の予想について新たに公表を行うものです。 
 
２．平成25年８月期の運用状況の予想の修正及び平成26年２月期の運用状況の予想 
（１）平成25年８月期の運用状況の予想の修正 

 
 

営業収益 
(百万円) 

営業利益 
(百万円) 

経常利益 
(百万円) 

当期純利益 
(百万円) 

分配金総額
（百万円） 

１口当たり分配金
(利益超過分配金
は含まない)(円) 

１口当たり 
利益超過 
分配金（円） 

平成25年８月期 
前回発表予想（A） 

7,595 3,518 2,648 2,648 2,648 8,250 － 

平成25年８月期 
今回修正予想（B） 

7,899 3,588 2,694 2,694 2,920 8,300 － 

増減額（B-A） 303 70 45 45 271 50 － 
増減率（％） 4.0 2.0 1.7 1.7 10.3 0.6 － 
（注１）平成25年３月１日付で本投資口１口につき２口の投資口分割を行っています。 
（注２）平成25年８月期今回修正予想における分配金総額は、内部留保からの取崩し（225百万円）を含め

た金額です。 



 
 

＜ご注意＞この文書は、本投資法人の平成 25年８月期(第 15期)の運用状況の予想の修正及び平成 26年２月期(第

16期)の運用状況の予想に関して一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたもの

ではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びに

訂正事項分（作成された場合）をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断と責任で投資なさるようお願いいた

します。 
 

（２）平成26年２月期の運用状況の予想 
 
 

営業収益 
(百万円) 

営業利益 
(百万円) 

経常利益 
(百万円) 

当期純利益 
(百万円) 

分配金総額
（百万円） 

１口当たり分配金
(利益超過分配金
は含まない)(円) 

１口当たり 
利益超過 
分配金（円） 

平成26年２月期 
業績予想 

7,936 3,657 2,839 2,839 2,920 8,300 － 

（注）平成26年２月期業績予想における分配金総額は、内部留保からの取崩し（81百万円）を含めた金額で
す。 

 
【参考】 

平成25年８月期：予想期末発行済投資口数  351,870口 

平成26年２月期：予想期末発行済投資口数  351,870口 
 

【注記】 

(１)平成25年３月１日現在の発行済投資口数321,070口に加え、平成25年３月１日開催の役員会で決定し

た公募による新投資口の発行口数28,000口及び第三者割当による新投資口の発行口数2,800口の合

計30,800口がすべて発行されることを前提としています。 

(２)上記運用状況の予想は、【別紙】「平成25年８月期及び平成26年２月期運用状況の予想の前提条件」

の下に算出した現時点におけるものであり、今後の不動産等の取得又は売却、賃借人の異動等に伴

う賃料収入の変動、予期せぬ修繕の発生、不動産市場等の推移、金利の変動、実際に決定される新

投資口の発行数及び発行価額並びに本投資法人を取り巻くその他の状況の変化等により、前提条件

との間に差異が生じ、その結果、実際の営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益、分配金総額

及び１口当たり分配金は変動する可能性があります。そのため、本予想は、分配金の額を保証する

ものではありません。 

(３)金額は単位未満の数値を切り捨てて表示しています。以下同じです。 

(４)本予想における平成25年８月期及び平成26年２月期の分配金の支払原資は内部留保からの取崩しを

含めた金額で、「当期純利益」とは異なります。 

 

３．平成25年８月期及び平成26年２月期の予想における分配金総額及び１口当たり分配金の算出根拠に関す

る補足説明  

（１）今後の分配金水準 

本投資法人は、当面の目標分配金水準を8,300円と設定し、平成25年８月期及び平成26年２月

期の１口当たり分配金については、１口当たり当期純利益からの上乗せとして、当期純利益とは別

に内部留保（分配準備積立金）の一部を取り崩して支払原資とする方針であることから、当該内部

留保の取崩しを前提として平成25年８月期及び平成26年２月期の予想における分配金総額及び１

口当たり分配金を算出しています（注）。 

当該予想における取崩額の詳細等については、以下をご参照下さい。 

（注）上記目標分配金水準は、本投資法人の定める内部留保の取崩し額算定上の指標であり、当該金額

の分配金を保証又は約束するものではありません。 

（２）平成25年８月期予想 

当期純利益（１口当たり当期純利益） 2,694百万円（7,658円） 

分配準備積立金取崩額 （１口当たり分配準備積立金取崩額）  225百万円 （642円） 

分配金総額（１口当たり分配金） 2,920百万円（8,300円） 

 

（３）平成26年２月期予想 

当期純利益（１口当たり当期純利益） 2,839百万円（8,069円） 

分配準備積立金取崩額（１口当たり分配準備積立金取崩額）  81百万円 （231円） 

分配金総額（１口当たり分配金） 2,920百万円（8,300円） 



 
 

＜ご注意＞この文書は、本投資法人の平成 25年８月期(第 15期)の運用状況の予想の修正及び平成 26年２月期(第

16期)の運用状況の予想に関して一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたもの

ではありません。投資を行う際は、必ず本投資法人が作成する新投資口発行及び投資口売出届出目論見書並びに

訂正事項分（作成された場合）をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断と責任で投資なさるようお願いいた

します。 
 

 

以  上 

 

※ 本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

※ 本投資法人のホームページアドレス：http://www.daiwahouse-resi-reit.co.jp/ 

http://www.daiwahouse-resi-reit.co.jp/
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【別紙】 

平成25年８月期及び平成26年２月期運用状況の予想の前提条件 

項目 前提条件 
営業期間及び決算期 ・平成25年８月期：平成25年３月１日～平成25年８月31日（184日） 

・平成26年２月期：平成25年９月１日～平成26年２月28日（181日） 
運用資産 ・本投資法人が本日現在保有する不動産及び不動産信託受益権（以下、「不動産等」と

いいます。）は、123物件です。 
・本日付で取得を公表した２物件の取得予定資産を加えた125物件（運用資産）が、平
成26年２月28日までに異動（新規物件の取得、又は取得済み物件の売却等をいいま
す。）がないことを前提としています。 

・実際には運用資産の異動により変動する可能性があります。 
投資口の発行 ・本日現在の発行済投資口数321,070口に加え、平成25年３月１日開催の役員会で決

定した28,000口の公募による新投資口の発行及び2,800口の第三者割当による投資
口の発行の合計30,800口がすべて発行されることを前提としています。 

・その後は平成26年２月28日まで変化がないことを前提としています。 
営業収益 ・営業収益については、賃料収入、共益費収入、駐車場使用料、付帯収益、水道光熱費

収入及び礼金等を含んでいます。これら各項目について、過去実績及び将来予測を基
に算出しています。 

・月末稼働率の期中平均は、平成25年８月期96.0％、平成26年２月期96.0％をそれ
ぞれ見込んでいます。 

営業費用 ・営業費用については、管理業務費、水道光熱費、損害保険料、減価償却費、信託報酬
及び修繕費等を含んでいます。固定資産税、都市計画税及び償却資産税は平成25年
８月期438百万円、平成26年２月期441百万円をそれぞれ見込んでいます。なお、
不動産等の新規取得に伴い前所有者（前受益者）と所有する日数に応じて精算するこ
ととなる固定資産税及び都市計画税については、取得原価に算入されるため費用とし
て計上していません。これら各項目について、過去実績及び将来予測を基に算出して
います。 

・販売費及び一般管理費については、個別項目ごとの実績値又は料率等を基に積算して
います。 

・減価償却費については、定額法により算出しており、平成25年８月期1,508百万円、
平成26年２月期1,508百万円をそれぞれ見込んでいます。 

有利子負債残高 ・平成25年２月28日現在の有利子負債残高125,540百万円を前提とし、平成25年３
月29日にコミットメントラインによる借入金3,800百万円の期限前弁済の実施、及
び平成26年１月末日に再生債務約3,573百万円の期限返済に伴う同額のリファイナ
ンスを実施し、以降平成26年２月28日まで有利子負債残高に異動がないことを前提
としています。 

営業外費用 ・支払利息等（融資関連手数料を含みます。）は、平成25年８月期843百万円、平成
26年２月期815百万円をそれぞれ見込んでいます。 

・投資口交付費として、平成25年８月期に48百万円を見込んでいます。 
１口当たり分配金 ・分配金（１口当たり分配金）は、本投資法人の規約に定める金銭の分配の方針に従い、

利益の金額を限度とし分配することを前提としていますが、本投資法人が本書の日付
現在設定している目標分配金水準（注）8,300円に対する１口当たり当期純利益から
の上乗せとして、当期純利益とは別に内部留保の一部を取り崩して支払原資とするこ
とを前提としており、平成25年８月期225百万円、平成26年２月期81百万円の内
部留保（分配準備積立金）をそれぞれ取り崩すことを前提としています。 

・不動産等の取得又は売却、賃借人の異動等に伴う賃料収入の変動、予期せぬ修繕の発
生、不動産市場等の推移、金利の変動、実際に決定される新投資口の発行数及び発行
価額並びに本投資法人を取り巻くその他の状況の変化等により１口当たりの分配金
の額が変動する可能性があります。 

１口当たり利益超過
分配金 

・利益を超える金銭の分配（１口当たり利益超過分配金）は、現時点で行う予定はあり
ません。 

その他 ・法令、税制、会計基準、上場規則及び投信協会規則等において、上記の予想数値に影
響を与える改正が行われないことを前提としています。 

・一般的な経済動向及び不動産市況等に不測の重大な変化が生じないことを前提として
います。 

(注)目標分配金水準は、本投資法人の定める内部留保の取崩し額算定上の指標であり、当該金額の分配金の支
払を保証又は約束するものではありません。 
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